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1 9 9 0 年頃 から顕 著 に なっ て きた児 童 虐 待 は年々 拡 大 し ､ かろうじて 救 わ れ ､ 施

設 に 保 護されて い る子 どもの 数 は4 万 人 に及 びます o こ れ は幸運 にも保 鼓され た

数 で す o 表に 現 れない 数 は3 0 万 人とも推 定され て い ます o 未来 の 担 い 手 で ある

子 どもたちの 受難 の 先 に 見 えるの は ､ ほこ ろび始 めた 私た ちの 社 会 で す c

本作 品 は , 岩 手 県盛 岡市 の 児 童 養 護 施 設｢ みちの くみ どり学 園｣ で 職 員た ちの

暖か なまなざしを受けなが ら､ 傷 つ い た心 を再 生 して い く子 どもたちを通して ､ 社

会 的養 護 の 現状 を描き出 します o

みちのくみ どり学 園に つ い て
昭和 3 2 年 ､ 虚 弱 児 施 設として 創 設 され たみ ちのくみどり学 園 は ､

` `

先 駆 的
･

開拓

的 ･ 実 験 的
"

な施 設 運 営の 理 念 を貫き ､ そ の 任を果た してきました o 平 成1 0 年4

l 月 からは ､ 児童 福祉法の 一部 改正 により ､ 虚 弱 児施設 から児童 養護施設 になり

現 在に 至ります o 虚 弱 児か ら登 攻 拒 否 児 ､ 被 虐 待児と い っ た様々 な子 ども達 を

受 け入 れ ､ 育て て きた みちの くみ どり学 園 は ､ その 時 代時代 にお ける ､

"

日本 の 子

ども運 の 置 か れ た現 状
"

を集 約 した場 所 だと言 えます . 現 在 ､ 入 所 者 は7 5 名 o

そ の 約 3 割 は 病気 療 養 などの 理 由による子 ども達 で す o そして 残り7 剖は被 虐待

児 で す o みちの くみ どり学 園は ､ 盛 岡 市 内 に留 まらず ､ 岩 手 県 沿岸 の 洋野 町や

中 山聞 地 域 の 西和 賀 町 ､ 一閃 室 根などの 地域 に子 ども達ともに 合 宿 し ､ 社 会の

中で 子 ども達 を育 て る ､

` `

社 会 的登 讃
' '

という視 点 をもち , 人 との 交 流 の 中から生

きるカをはぐくむ情 動 をして い ます o

生 命 の 息吹 一 葦 牙( あしか び)
｢ 輩 牙( あしかび)｣ とは葦 の 若 芽 の ことです o

春 に なり､ 水道 の 葦 が 芽 吹き､ 水 面 に そ のとが っ た新 芽 が 点 々と顔 を 出します .

こ の 青 葉 の 始まりは古く ､ 古事 記にも｢ 茸 牙 の 如く萌え腰 れ る ( あしか びの ごと

くに もえあが れる)｣ と神 々の 誕 生 が記 されて い ます o

｢ 葦 牙( あしか び)｣ は生命力の 象徴なの で す .

子 どもたちは毎 年 ､ 息 づく輩の ごとく､ 力強く生きて い ます o

｢ タ ンポポ の ような子 どもたち｣
子 どもた ちの 強 い 生 命 力が 明 るく措 か れ て い て , 素晴らしい 作品 で す ｡ 逆 境 を

バ ネにして 生 きるタン ポポの ような子 どもた ち ､ その 子 たちを支 えるまわりの 大 人

た ち o 感 動 します o ( 森 田ゆり/ エ ンパ ワ メントセ ン タ
ー 主 宰)

｢ こ こに は 本当の 教 育 が ある｣
虐待 を受け て 保 護されて い る子 たちと いうと､ 心 にトラウ マ を抱 えて い じけて しま っ

て い るの で はない か ､ と思 っ て しまうの だ が ､ こ の 映 画 に見 る子 どもたちは 骨 ､ 普

通 の 子 どもたちで ある o む しろ この 子 たち は , よほど苦 労 を知 り､ 大 人 び て い ると

さえ思うo

たとえばひ とりの 男の 子 はス ケ
ー ト部 の 練 習 にうち込 む ｡ なに か自分 を鍛 えると い

うことに自覚的 で あ るとい う様子 がうか が えるo 彼は言う､ ｢ 暴力の 連 鏡を自分の

世 代で 止 めて 幸福な家庭を築きた い｣ とo 学 園の 弁論大会が ある o ス ピ ー チ の

原 積を沓くの を指導貞た ちが懸命に指導する o 指 導員 たちは そこ に何か本気な

言 葉が 出て くるの を辛抱 強く待 っ て い るようだ o こうして 音き上 げ たス ピ ー チに感

動 して い る 大 人 の 顔も見 える ｡ それ が一生 懸 命喋 っ た 本 人 に
` `

晴れが ましさ
' '

と

して 響 い て い っ て ほ しい と願うo い や ､ き っ とそうなっ て い ると思う. こ の 子 た ちの

健全 な姿をきちん と見 せ てくれるの が ､
この 映 画 の 有 難い とこ ろで あ る o 加害者

で あ る母 親も登 場 す る o こ の ようなことが可 能になっ たの は ､ 母 親もまた被 害者 な

の だから ､ ただ 究めるの で なく､ 和 解 へ の 道 を開くとい う話し合 い も可 能 だと考え

られるように なっ た からだ o 贋 の つ もりだ っ た o しかしどうしてもそうしない で は い

られ なか っ た o どうして なん だろう､ と自問 自答が 出 来るようになることが ､ 当事著

たちに とっ て 解 決 へ の 夢一歩 なの で ある o (佐 藤 忠 男 / 映 画 評 論 家)

茨 本 作 品 は ､
スクリ ー ンで の 上 映 の みという条 件 の もとで ､ 制 作 が 実現 しました o

D V D 等の 映 像 ソフトの 販 売及 び ､ テ レビ等で の 放 映 はありませ ん ｡ ぜ ひ ､ 上 映 に

届 をお 運 びf さい o

手ども虐待防止ネット
r
7 - 7 ･ みやぎ11 周年記念上映真

南売券: 大人 1 0 0 0 円､ 中学生以下 5 0 0 円/ 当日券: 大人 12 0 0 円､ 中学生以下 5 0 0 円
Ej 時 2 01 0 年 1 月3 0 日( ±) 1 3 時開場 チケット販売 東北会病院

･ ウナ7 1｣ ニ ッワ
場 所 仙台市シ)L/ バ ー

センタ- 交流ホ ー )L, 仙台市青葉区花房匡針T E].
′
3 - 2

問合せ 仙台市吉葉区片平 1- 5 - 2 0- 5 F 村松半運法律事務所内 キャブネットみやぎ事務局
T E L& F A X 0 2 2 - 2 6 5 - 8 8 6 7 e- m arl c a p n e t @ m 1 5 . alp h a- n et . n e .jp

★事前に電話 ･

F A X ･メーJLL l ずれかにてお名画と連結先をお知らせ頂きますと､ 当Ej 受付にて前売券を購入する事ができます




